
2024年度　第52回 日本製鐵大分サッカー部

節 対戦相手 H/A 試合結果 監　　督　　談　　話

1 ジェイリースFC A ◬３－３

2 板付ＦＣ A 〇２－１

3 ヴェロスクロノス都農 A ●０－３

　第３節ヴェロスクロノス都農さんとの試合でした。全節の良い流れで連勝を目指し試合に臨みました。

　試合の入り方は悪くなかったが、相手にボールを保持され、守備に追われる時間帯が続きました。

　前半は、何とか無失点で終えたが、後半開始早々立て続けに失点。その後、集中を切らさず踏ん張っていたが終了間際に失点。中々チャンスも作れないまま敗戦となりました。

　個の能力、攻守の切替、フィジカルの強さ、組織力全てにおいて都農さんが上回ってました。次戦はＨＯＭＥ開幕戦。課題をチーム全員で共有し準備していきたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、宮崎県サッカー協会様、ヴェロスクロノス都農U18様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

4 川副クラブ H ●１－２

　第４節川副クラブさんとの試合でした。ＨＯＭＥ開幕戦、とにかく勝点が欲しい試合でした。

　立ち上がり試合の入り方が悪く、ボールを保持され厳しい展開の中で先取点を奪うことが出来ました。

　その後は、身体の張ったブロックや強度の高い守備で選手全員が集中していましたが、前半アディショナルタイムにCKのこぼれ球を押し込まれ同点となり前半終了。

　後半はギアを上げ幾度なくチャンスを作りましたが得点を奪うことが出来ず、逆に自分たちのミスで失点。その後、交代選手も含め全員で戦ったが敗戦となりました。

　攻守においての切替であったり、個々の甘さが見られる試合内容でした。この試合で出た課題を改善し次節に向けて準備してきたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、大分県サッカー協会様、大分工業サッカー部様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

5 KMGホールディング A ●１－５

　第５節ＫＭＧホールディングスＦＣさんとの試合でした。前節から悪い流れを止めるためどうしても勝利がほしい試合。

　開始早々に先取点を奪えて自分たちのペースで進めることが出来ました。

　しかし、前半途中から攻守の切替、セカンドボールの回収が出来ない中ＣＫを与え、こぼれ球を押し込まれ前回と同じパターンで前半が終了。

　後半は、気持ちを切替え幾度なく決定機を作りましたが得点を奪うことが出来ず、逆に中途半端な守備で失点。その後もペースを掴めず立て続けに失点し敗戦となりました。

　決定力の差ですね。チームの課題が見える試合となりました。

　勝点が奪えない状態が続いておりますが下を向く時間はないので、先ずは切り替え今回の試合で出た課題を改善し次節に向けて準備してきたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、福岡県サッカー協会様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

　ＫＹＦＡ 第５２回九州サッカーリーグ開幕おめでとうございます。

　目指すは九州・全国大会！！日本製鉄大分サッカー部の岡部です。今年も宜しくお願い致します。

　２年ぶりの沖縄開幕戦、興奮とワクワク感で開幕戦を迎えました。連勝を目指し乗り込んだ開幕２連戦の結果は・・・１勝１分。

　１戦目はジェイリースＦＣさんとの大分ダービー。

　昨年の成績は２敗と悔しい思いをしただけに、どうしても勝利がほしい試合でした。

　試合内容としては体力とともに厳しい戦いになりましたが、選手全員が最後まで戦い抜いたおかげで勝点１を取ることができました。

　２戦目は板付ＦＣさんとの試合。

　試合の入り方が悪い中で先に先取点を奪うことが出来たことは良かったです。

　その後は、ミスで押し込まれる時間帯が続きクリアミスのこぼれ球を決められ失点。

　一瞬嫌なムードになったが、直後にＯＧで追加点が入り勝利することができました。

　選手全員が集中切らさず攻守ともに体を張って、最後まで走り切ってくれた選手に感謝です。

　次節は、昨年優勝チームの都農さんとの試合。次戦に向けてしっかりと準備し勝利出来るよう頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、九州リーグ事務局様、沖縄県サッカー協会様、海邦銀行SC様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。
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2024年度　第52回 日本製鐵大分サッカー部

節 対戦相手 H/A 試合結果 監　　督　　談　　話

6 FC延岡AGATA H ●０－１

　第６節FC延岡AGATAさんとの試合でした。

　連敗の中、前節から悪い流れを止めるためどうしても勝利がほしい試合でした。

　難しい試合になると予測はしてましたが、前半から守備に追われ苦しい展開でした。

　その中で、セカンドボールの回収、ゴール前での身体を張ったブロックで強度の高い守備で全員が集中していました。

　しかし自分たちのミスでＣＫを与え失点。自分たちで分かっていたが、ここ２試合はセットプレーからの失点が多く警戒をしていたが守り切れず前半は終了。

　後半は、立ちあ上りからミスが多く自分たちで試合を難しくした内容でした。

　その中でもチャンスはあったが、最後のシュート精度を欠き得点が奪うことが出来ず敗戦となりました。

　前期も残り３節。下を向く時間はないので、先ずは切り替え勝利に向け頑張っていきたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、大分県サッカー協会様、大分工業高校サッカー部様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

7 海邦銀行ＳＣ H 〇５－２

　第７節海邦銀行ＳＣさんとの試合でした。４連敗の中、ホームでの勝点が無くどうしても勝利がほしい試合でした。

　開始早々に先取点を奪うことができ優位にゲームを進めることが出来ました。

　その後は、自分たちのミスから徐々に流れは相手ペースとなったが、選手全員が集中し前半は無失点で終えました。

　後半は、もう一度ギアを上げ選手を送り出したが、相手のボール回しに翻弄され、セットプレーから失点。また自分たちのミスから立て続けに失点。

　その後もペースを掴めない中でセットプレーから得点を奪うことができ何とか勝利することが出来ました。

　前後半の戦い方、セットプレーから失点とチームの課題が見える試合となりました。次節は前期最終節。１つでも順位を上げる為にも勝利に向け頑張っていきたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、宮崎県サッカー協会田重田様、大分工業高校サッカー部様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

8 Brew KASHIMA H ●１－２

9 NIFS KANOYA FC A 〇１－０

10 ジェイリースFC H ●０－５

11 板付ＦＣ H 〇３－０

　１日目はジェイリースＦＣさんとの大分ダービー。

　前期は引分けと悔しい思いをしただけに、どうしても勝利がほしい試合でした。

　試合の入り方は悪くなかったが、やはり上位をいくジェイリースさん、攻守の切替え・球際・パスの質など１枚２枚上でした。

　内容は、相手にボールを保持され、守備に追われる時間帯が続きました。その後も中々チャンスも作れないまま大量失点で敗戦となりました。

　２日目は板付FCさんとの試合。

　昨日の試合は忘れてとにかく勝つことだけに集中するよう選手を送り出しました。

　前半は拮抗する中お互いに一歩も譲らず無得点のまま前半が終了。

　後半開始直後に先取点を奪うことが出来この流れでいきたかったが、セカンドボールが拾えず逆に相手に押し込まれる時間帯が続き幾度なくピンチがありました。

　その中で、交代選手が戦う姿勢を見せてくれて、また選手全員が集中切らさず攻守ともに戦ったおかげで勝利することが出来ました。

　後期は前期より勝点を多く獲り1つでも上の順位に上がれるようチーム全員で頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、大分県サッカー協会、ジェイリースＦＣ様、九州総合スポーツカレッジ様、カティオラＦＣジュニアユース様、並びに関係者の皆様ありがとう

　ございました。

　前期最後の集中開催。1日目はBrewKASHIMA FCさんとの試合でした。

　立ち上がりから試合の入り方が悪く、球際の強度・攻守の切替・セカンドボールの回収が出来ず自分たちの流れにもっていけない中ミスから失点。

　さらに流れが相手ペースになり追加点を奪われ追う展開となりました。後半は選手交代をしながら攻守ともに走ったが、追いつくことが出来ず敗戦となりました。

　2日目はNIFS KANOYA FCさんとの試合でした。

　昨日の疲れなのか、立ち上がりは足が止まり相手にボールを保持され厳しい展開でした。

　その中で、選手全員が集中切らさず攻守ともに体を張って、最後まで走り切ってくれたおかげで勝利できることが出来ました。選手に感謝です。

　前期を振り返ると、試合の入り方や進め方がやや不安定だったこと、ゴール前のフィニッシュの精度、攻守の切替えなどサッカーに必要な要素が足りないと感じました。

　後期は、1つ1つ課題をクリアにしながら良い準備して勝利できるよう頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、鹿児島県サッカー協会様、NIFS KANOYA FC様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。
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2024年度　第52回 日本製鐵大分サッカー部

節 対戦相手 H/A 試合結果 監　　督　　談　　話

12 ヴェロスクロノス都農 H ●０－２

　第１２節ヴェロスクロノス都農さんとの試合でした。

　首位の都農さんにどれだけ食らいついていけるか、また前期の対戦で敗戦をしなんとしても勝点を奪いたい試合でした。

　試合開始から相手にボールを保持され、相手の攻撃に対して受け身に回ることしかできず守備に追われ苦しい展開でした。

　ゴール前では身体を張った、強度の高い守備を行い前半は何とか無失点で終えました。後半は、はやり前半の疲れで立ち上がりから足が止まり厳しい展開でした。

　何とか選手全員が踏ん張り持ちこたえていたが、一瞬の隙を突かれ失点。その後も自分たちのミスから中々攻撃に結びつけられず敗戦となりました。

　個々の技術・攻守の切替え・球際・パスの質など全てにおいて都農さんが上回ってました。ただ、選手は全力で戦い、更にチームも試合毎 成長しています。

　次節は勝利出来るよう1つ1つ課題をクリアしながら良い準備して勝利できるよう頑張ります。

　最後に運営をして頂きました、大分県サッカー協会様、大分工業高校サッカー部様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

13 川副クラブ A △１－１

　第１３節川副クラブさんとの試合。１つでも上の順位を上げる為にも絶対に負けれない戦いでした。

　立ち上がりは、相手にボールを保持される展開でしたが、ＤＦを中心にコンパクトな陣形を保ちながら選手全員が集中していました。

　多少パスミスが多かったり、球際が弱ったりしていたがお互い拮抗した戦いで前半は無得点のまま終了しました。

　後半は、前半よりボールを保持できるようになりチャンスは作ったが、最後のフィニッシュの精度が低く得点を奪うことが出来ませんでした。

　直後、流れが悪くなり足が止まった中で相手の２列目からの飛び出しを捕まえきれなくＧＫとの１対１を決められ失点。

　その後は、選手交代をしながら全員が得点を奪うために全力で戦いました。

　その気持ちが伝わったのかアディショナルタイムで得点を奪いなんとか勝点１を取ることができました。

　選手は全力で戦ったいたが、ゴール前のフィニッシュの精度、攻守の切替え、パスの質などサッカーに必要な要素が足りないと感じました。

　次節はＫＭＧさんとの試合。この試合で出た課題を改善し次節に向けて準備してきたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、九州サッカー協会様、佐賀県サッカー協会様、川副クラブ様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

14 KMGホールディング H ●１－５

　第１４節KMGホールディングスFCさんとの試合。

　ＨＯＭＥ最終戦、上位に食い込むためにはどうしても勝利がほしい試合でした。

　立ち上がりはサイドを使いテンポ良く攻撃は出来ていたが、最後のフィニッシュまでいけない時間帯が続いていました。

　終盤になるとセカンドボールが拾えず幾度なくピンチがあったがＧＫを中心に相手の攻撃を防いでいました。しかし、自分たちのミスからＰＫを与え失点。

　なんとか巻き返しをしようとＦＷ陣が頑張り得点を奪うことが出来たが、直後に失点し１－２で前半終了。後半は、気持ちを切替え送り出したが開始早々に２失点。

　その後は、交代選手も含め得点を奪う為、全力で戦ったが追いつくことが出来ず終わってみれば１－５と大敗となりました。

　攻守においての切替であったり、パスの精度や球際など個々の甘さが見られる試合内容でした。

　先ずは切り替え今回の試合で出た課題を改善し次節に向けて準備してきたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、大分県サッカー協会様、大分工業高校サッカー部様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

15 FC延岡AGATA A ●０－７

　第１５節FC延岡AGATAFCさんとの試合でした。

　前節の悪い流れを止めるためどうしても勝利がほしい試合でした。

　難しい試合になると予測はしてましたが、前半立ち上がりに簡単にＤＦの裏を取られ２失点。直後に、自分たちのミスから簡単にボールを奪われ２失点。

　なんとか立て直しを図ろうとするが、相手のプレッシャーが早くボールが持てないまま前半終了。

　後半は、少しでも意地を見せて得点を奪いに行くが、立ちあ上りに失点。その後も流れは持ってこれず大量失点で敗戦となりました。

　個々の技術・攻守の切替え・球際・パスの質など全てにおいて延岡さんが上回っていました。今回のゲームに関しては、戦う気持ちが全く見れなかったのが残念です。

　今季も残り３節、下を向く時間はないので、先ずは切り替え勝利に向け頑張っていきたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、宮崎県サッカー協会様、FC延岡AGATAFC様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

3



2024年度　第52回 日本製鐵大分サッカー部
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16 海邦銀行ＳＣ A 〇２－１

　第１６節海邦銀行ＳＣさんとの試合でした。

　２連敗の中、とにかく残留を確定する為、どうしても勝利がほしい試合でした。

　立ち上がりからボールを保持することは出来ていたが、最後のパスの精度が悪く、フィニッシュまでいくことが出来ませんでした。

　その後は、自分たちのミスから徐々に流れは相手ペースとなった中で、先取点を奪うことができ前半は終えました。

　後半は、もう一度ギアを上げ選手を送り出し、開始早々に追加点を奪うことが出来ました。

　しかし、直後に失点。１点差に詰め寄られ苦しい時間帯が続きましたが、交代選手も含め選手は最後まで戦い走り切ってくれたおかげで勝利することが出来ました。

　前後半の戦い方は良くなってきているが、パスの精度・得点後の試合の運び方など課題が見える試合となりました。

　リーグ戦は約１ヶ月の中断期間に入りますが、先ずはこれまでの課題をトレーニングで克服し最終２連戦も必ず勝利出来るよう準備していきたいと思います。

　最後に運営をして頂きました、沖縄県サッカー協会様、海邦銀行サッカークラブ様、並びに関係者の皆様ありがとうございました。

17 Brew KASHIMA A ●２－６

18 NIFS KANOYA FC H ●０－１

　ＫＹＦＡリーグ、宮崎最終戦。勝利を目指すために乗り込んだ２連戦。結果は・・・２敗。

　１日目はBrew KASHIMAFCさんとの試合でした。厳しい暑さの中、内容としては体力的にも厳しい戦いとなりました。

　立ち上がりは試合の入り方も良く、幸先よく先取点を奪うことが出来ました。しかし、一瞬の隙をつかれ失点。そして自分たちのミスから失点し逆転され前半終了。

　後半は、開始早々追いつくことができ自分たちのペースとなりましたが、途中足がとまり相手にボールを保持され厳しい展開でした。

　その中で選手全員が集中を切らさず攻守ともに戦ったが、追いつくことが出来ず敗戦となりました。

　２日目はNIFS KANOYA FCさんとの試合でした。最終戦は今季の成長を見る為、若手主体で挑みました。立ち上がり相手にボールを保持され厳しい展開。

　少しずつ慣れてきてカウンターからゴールまで行くが最後のフィニッシュが精度を欠き得点に至らず。

　その後は、セカンドボールの回収が出来ず自分達の流れにもっていけない中、ミスから失点。

　選手交代をしながら戦ったが、最後まで得点を奪うことが出来ず敗戦となりました。

　今期も悔しいシーズンでしたが、この悔しさを忘れず来期は順位が１つでも上がれるよう頑張ります。

　最後に、九州リーグ事務局の皆様、九州審判協会の皆様、各県社会人委員会の皆様、そして、各チームの皆様１年間大変お世話になりました。
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